
O
青
地
釆
女
定
政
侮

背
地
氏
は
木
図
近
江
、
佐
々
木
氏
の
族
陀

τ
.共
の
組
駿
河
守
茂
網

金
博
士
ロ
獄
窓
巻
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と
あ
り
。
弼
四
郎
は
印
ち
采
女
定
政
の
嗣
子
な
り
。
爾
後
股
世
袋
に

居
住
し、

段
落
の
際
家
屋
地
所
主
資
却
し
て
退
去
せ
り
。

O
脅
地
釆
女
邸
跡

稲
垣
氏
邸
叫
酬
の
隣
地
た
り
。
延
安
の
金
部
回
陀
、
背
地
采
女
と
記
紙

し
.
元
総
六
年
の
士
般
に
、
背
地
揃
凶
郎
長
町
竹
間
五
郎
右
術
門
向

を山
地て
・
殊
に
底
・
加
思
あ
り

τ千
石
を
川
畑
は
り
、
馬
狙
組
頭
定
番

顕
を
勤
め
、

E
抽出二
年
八
十
歳
陀
及
び
致
仕
し
・
老
名
を
窓
閑
と
精

し
、
手
保
三
年
凶
月
九
日
夜
す
o
子
v
時
八
十
六
歳
た
り
。
按
宇
る

に
、
究
永
廿
年
よ
り
正
徳
二
年
民
主
り
・
凡
そ
七
寸
年
務
侯
三
世
陀

隠
仕
し
、
貨
に
務
土
中
の
古
老
た
る
一
人
と
い
ふ
ベ
し
。

九

引
遮
れ
京
都
民
位
す
。
大
六
郎
成
長
の
後
.
志
降
守
政
近
と
抑
制
し
、

京
都
に
於
て
回
収
す
。
背
地
采
女
は
.
政
近
の
孫
也
。
と
あ
り
。

嗣
子
と
た
し
・
1
1
地
采
女
と
申
し
け
り
o
と
見
h
・
本
多
穏
に
二
冗
組

安
易
守
政
在
。
出
品
長
九
年
上
杉
景
勝
賞
子
無
v
之
。
依
卸
之
家
老
直
江
山

披
守
銑
縦
之
食
品
掛
川養
子
↓
銃
剣
之
娘
平
此
。
依
而
銑
絞
之
w
M
弟
大
国

但
馬
守
娘

E
養
女
と
成
し
婆
ν
之
。
男
子
出
生
、
幼
名
大
六
郎
と
絡

す
。
然
る
成
長
勝
賞
子
山
山
生

K
付
.
政

E
米
揮
を
退
去
し
、
妻
子
を

下
無
双
の
笥
家
石
川
家
林
と
い
ふ
大
身
な
る
も
の
、
共
の
子
を
申
m
附

け
て
養
育
し
・
跡
職
を
相
渡
す
O

品
加
る
成
若
盛
り
に
病
者
に
成
り
て

絡
に
揺
り
ぬ
。
此
の
子
を
金
制
仲
へ

呼
ぴ
下
し
‘
背
地
凹
郎
左
術
門
の

九
百
依
を
附
醐
は
り
・
相
円
山
伎
波
守
と
北
ハ
に
越
中
魚
津
波
K
置
か
る。

ニ
代
三
丞
梨
三
百
石
を
脇
は
る
c

二
子
あ
り
o
長
見
安
成
父
が
遺
跡

を
縫
ぐ
、
次
剛
山
安
根
覚
永
二
寸
年
に
新
知
二
百
石
を
附
聞
は
り
・
一
家

然
否
情
勉
v
之
.
於
弘
正
乎
紀

e

元
総
十
二

年

八

月

十

九

日

敬

所

室

直

清

稲
垣
氏
共
組
奥
三
+
市
街
門、

天
疋
」
E

二
年
利
長
卿
に
奉
仕
し
、
組制米

芯
燦
の
孫
石
川
久
六
郎
の
到
な
り
と
、
相円地
微
に
あ
り。

=
一
盗
犯
に

云
ふ
o
本
多
安
同
町
守
政
京
惣
領
医
、笠
子
名
大
六
郎
後
志
摩
守
と
申
し

け
る
は
・
病
者
な
る
ゆ
ゑ
陀
京
都
へ
養
生
陀
上

p
・
絡
に
益
数
成
り

け
り
。
志
勝
守
京
都
民
て
召
仕
の
者

K
一
子
を
ま
う
け
h

る
を
、
天

は
賢
は
初
生
定
秀
の
二
男
な
り
。
茂
綱
の
男
青
地
凶
郎
左
術
門
光
綱
・

出
品長
四
年
初
め
て
利
長
卿
陀
奉
仕
す
。
二
代
四
郎
左
衛
門
等
定
は
、

貨
は
依
・々
木
中
務
大
納
承
漢
の
間
男
K
て
、
利
常
卿
民
事
仕
す
o
赴

采
女
定
政
の
養
父
た
り
。
定
政
は
笠
は
本
多
安
易
守
政
箆
の
男
本
多
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